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１．高信頼ネットワークの構築・運用に向けたＮＴＴ東西の取り組み 

    （１）ＮＴＴ東西のアセット 

2 



架空ケーブル（メタル・光） 

電柱 

引込線 
接続 
端子函 

管路 

管路ケーブル 
（メタル・光） 

交換所 

電源装置 

鉄塔 

保安器 き線点 マンホール・ハンドホール とう道 

ＮＴＴ東西の通信設備（概要） 

中継伝送路 
（冗長化） 

通信ビル 約7,000ビル 管路 約60万km 
とう道 約650km 

メタルケーブル 約100万km 
光ケーブル 約110万km 
電柱 約1,190万本 
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 通信サービスを支えるために、多くの通信設備を保有 

ＦＴＭ 



とう道 
マンホール 

電柱 

架空ケーブル 

地下ケーブル 

ＮＴＴビル 

ＳＩＰ 
サーバ 

ONU 

給電装置 

局外ｽﾌﾟﾘｯﾀ 
（８分岐） 

光サービス 

メタル 
サービス 

中継 
交換機 

各装置へ 

収容 
ルータ 

ＯＬＴ 
 
 

中継 
ルータ 

FTM ：Fiber Termination Module 
MDF ：Main Distributing Frame 
OLT ：Optical Line Terminal 
OSU ：Optical Subscriber Unit 
ONU ：Optical Network Unit 
SIP ：Session Initiation Protocol 非常用バッテリー 非常用発電装置 移動電源車 

凡例 

光ケーブル 

メタルケーブル 

ＯＳＵ 
網終端 
装置 

ＮＧＮ設備 

加入者 
交換機 

伝送 
装置 

局内 
ｽﾌﾟﾘｯﾀ 

（４分岐） 

光ｹｰﾌﾞﾙ 
配線盤 

（FTM） 

ﾒﾀﾙｹｰﾌﾞﾙ 
配線盤 

（MDF） 

ＮＴＴ東西の通信設備構成詳細（ＮＧＮとＰＳＴＮ） 

給電装置 

各装置へ 

伝送 
装置 

ＰＳＴＮ設備 

関門 
交換機 

ＮＴＴビル 
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１．高信頼ネットワークの構築・運用に向けたＮＴＴ東西の取り組み 

    （１）ＮＴＴ東西のアセット 

   （２）ネットワークをつくる 

基盤設備 
（電柱・ケーブル・管路・ビル・電力等） 

伝送設備（ビル間伝送路） 

ＰＳＴＮ 
（固定電話） 

サービス提供設備 

ＮＧＮ 
 
 

メタル 
ＩＰ電話 

ひかり 
電話 

設
備
構
成
の
レ
イ
ヤ 
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携
帯
電
話 

等 

インターネット、ＳＮＳ 等 



強制基準 
・電気通信事業法（事業用電気通信設備規則） 
ガイドライン 
・情報通信ネットワーク安全・信頼性基準（1987年郵政省告示第73号） 

過去の様々な 
災害経験 

NW運用経験・ 
ノウハウ 

ＮＴＴ東西の取り組み 

信頼性の確保（防災） 

・ネットワーク機能の分散化・冗長化 
・通信設備の耐災性向上 
・停電対策 等 

発災時の対処・準備（減災・早期復旧） 
・防災業務計画の策定・体制確立 
・災害対策機器の配備 
・安否確認サービスの提供 
・輻輳対策 等 

（１）電気通信設備の信頼性基準 

法
令
等 

（２）発災時の対処・備え 
・災害対策基本法（防災に関する責務、組織（中央防災会議等）、計画等の規定） 
・電気通信事業法（第8条 重要通信の確保） 

高
信
頼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
運
用 

高信頼ネットワークの構築・運用に向けたＮＴＴ東西の取り組み 
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加入者 
収容局 

中継局 
（B面） 

中継局 
（B面） 

中継局 
（A面） 

中継局 
（A面） 

・
・
・ 

・
・
・ 

Ａ面 

Ｂ面 

  

お客様 

加入者 
収容局 

  ＮＷ機能分散配置 
（A面・B面の二面構成等） 

ユーザ数の 
収容制限設計 

異経路での 
伝送路ルート選定 

伝送路設備の 
耐災性強化 

高信頼な 
通信設備の導入 

通信ビルの 
耐災性強化・停電対策 

お客様 

エンド・エンドでの信頼性を確保 

ネットワークの信頼性確保の基本的な考え方 メタル・光共通 
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 様々な信頼性対策・手法を組み合わせ、エンド・エンドでのネットワークの信頼性を確保 



全国中継伝送路の 
多ルート化 

中継伝送路の多ルート化（ＮＴＴグループ） メタル・光共通 

委員限り 

 複数経路の中継ケーブルを保持することにより、特定のルートが被災しても他のケーブル
ルートを活用し通信を確保 



（ビル離隔） 
 
予備電源設置の考え方 

  ・蓄電池保持時間     ： 3時間（非常用発電装置あり）／最低10時間（非常用発電装置なし）※ 
  ・非常用発電装置設置  ： ビル重要度、通信設備の消費電力規模等を勘案して設置 
                    最重要ビルについては、72時間（3日）分の燃料を保持 
     

商用電源 

受電装置 

通信
装置 

通信
装置 

通信ビル 

燃料補給 

蓄電池 

非常用発電装置 

燃料タンク 

移動電源車 

タンクローリー 

商用電源断 

※該当ビルへの移動電源車の移動時間を見越し、蓄電池を配備 

通信ビルの停電対策 メタル・光共通 
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 平時より非常用電源として、蓄電池や非常用発電装置を通信ビルに設置 

 商用電源停止時には、蓄電池や非常用発電装置稼動により給電を継続 

 停電が長時間に及ぶ場合は、移動電源車の出動や継続的な燃料補給により給電を維持 
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架空ケーブル（メタル・光） 
つり線 

電柱 

引込線 

接続端子函 

管路 

マンホール 
ハンドホール 

管路ケーブル（メタル・光） 

交換所 

電力装置 

とう道 

鉄塔 

交換機等 

設備の維持管理 

点検 

判定 

補修 
/更改 

設備 
管理 

維持管理 
サイクル 

点検に基づく 
補修/更改 

経過年数に基づく 
補修/更改 

故障率 

故障率が高まる前に 
計画的に更改 

申告に基づく 
補修/更改 

日常点検    ：日常作業時に随時実施 
定期/計画点検：周期を決め、計画的に実施 
精密/特別点検：状況や社外要請に基づき実施 

状況に応じ、設備をランク付け 

判定結果に基づき、経済性を考慮し補修/更改 

点検/補修/更改結果をデータベース化 

時間 

申告 

修理 受付 

メタル・光共通 
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http://www.google.co.jp/url?url=http://sozai-good.com/archives/33922&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0CBwQwW4wAzgoahUKEwivtLSsxo7IAhWBMZQKHaQvB4c&usg=AFQjCNFy1hqigQhS0yWzNRRxFamo2maqdg


点検・判定の具体例（とう道） 

構造イメージ 

壁からの漏水 

鉄筋の露出 

ひび割れ 

点検の様子 

メタル・光共通 
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新たな技術による補修例（とう道） 

補修前 
 

漏水が発生 
（コンクリートの中性化） 

注入工法※による補修後 
 

補修することで漏水を防止 

メタル・光共通 

※中性化したコンクリートをアルカリ性に戻すことで健全性を確保 13 



点検・判定の具体例（管路） 

橋梁添架管路の塗膜劣化 

正常な管路の模型 

橋梁添架管路の抜け 

老朽管路 

メタル・光共通 
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新たな技術による補修例（管路） 

補修前 
 

管路が錆びて欠けている 

FRP（Fiber Reinforced Plastic）による補修後 
 

軽量かつ高強度の素材で欠けた部位を覆うことで、 
施工性と品質を担保 

メタル・光共通 
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点検・判定の具体例（マンホール） 

点検の様子 

マンホール内部の亀裂 

鉄蓋の磨耗 

構造イメージ 

鉄蓋と受枠の段差 

メタル・光共通 
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点検・判定の具体例（ケーブル・引込線） 

引込線の垂れ下がり 

鉄線の腐食 

金物の腐食 

光ケーブルの樹木と接触 

メタル・光共通 

光ケーブルリング外れ 

樹木によるケーブル支障 17 



点検・判定の具体例（電柱） 

点検の様子 

電柱の亀裂 

塩害による赤錆しみ出し 

頭部の劣化 

鋼管柱の軽い腐食 

メタル・光共通 
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補強・更改の様子（電柱） 

更改工事の様子 

鋼板による電柱補強施工後 

メタル・光共通 
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２．震災を踏まえた更なる信頼性向上への取り組み 

     （１）東日本大震災／熊本地震における通信設備への影響 
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項 目 東日本大震災 熊本地震 

発災時期 ２０１１年３月 ２０１６年４月 

ピーク時のトラヒック 約９倍 約１３倍 

り障回線数 約１５０万 約０.２万 

サービス回復に 

要した期間 

約５０日 

（原発エリア、避難エリア除く） 
約３日 

設
備
被
害 

中継伝送路 約９０ルート（原発エリア除く） ９ルート 

通信建物 全壊：１６ビル、浸水：１２ビル － 

電源設備 予備電源枯渇：３００ビル － 

電柱 約２８，０００本（沿岸部） 約１，２００本 

架空ケーブル 約２，７００km（沿岸部） 約２０km 

携帯基地局 
（ドコモ） 

約４，９００局 約８０局 

東日本大震災、熊本地震における被災規模 

21 



お客様宅 

携帯基地局 

通信ビル 

河川 

通信ビル 

長時間停電による 
予備電池枯渇 

商用電力 

通信ビルの 
水没・流失・損壊 

 電柱倒壊 
 ケーブル切断 

通信設備の被災状況 

22 

中継伝送路切断 

http://plusd.itmedia.co.jp/mobile/articles/1104/15/news096.htmll_st_docomofukushima-04.jpg


津波により局ごと流出  

500m離れた所に流出 

津波被害前 

七ヶ浜局の流出（宮城県） 戸倉局の流出（宮城県） 

NTT戸倉局 

発見場所 

衛星写真 

海中の戸倉局 

東日本大震災における通信設備の被災状況（1/2） 
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気仙大橋の管路（岩手県） 

気仙 
大橋 

津波により倒壊 
（コンクリート柱） 

電柱の倒壊（宮城県） 

東日本大震災における通信設備の被災状況（2/2） 

管路の損壊例 
24 



阿蘇大橋（南阿蘇より） 
ＮＴＴ西日本管路損傷 

阿蘇大橋（立野より） 
ＮＴＴ西日本管路及び 

電柱損傷 

熊本地震における通信設備の被災状況 

液状化により電柱が 
1.5m程度沈下 
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停電ビル数 

3ビル停電 

前震 

4/14 
22:30 

4/15 
17:15 

24時間以内に 
商用給電回復 

45ビル停電 

19ビル停電 
（南阿蘇エリア中心） 

24時間以内に6割 
商用給電回復 

4/16 
2:30 

既設バックアップ装置で対応 
（大容量ﾊﾞｯﾃﾘ-、非常用発電装置） 

移動電源車 
（11ビル） 

4/17 

11ビル 
本震 

既設バックアップ装置で対応 
（大容量ﾊﾞｯﾃﾘ-、非常用発電装置） 

4/18 4/20 

6ビル停電 

6ビル 

移動電源車（6ビル） 

緊急バックアップ対応 
（電源枯渇の恐れ） 

停電ビル 
（既設バックアップで対応） 

【凡例】 

復
旧
対
応 

4/14 
21:26 

4/16 
1:25 

熊本地震におけるビル停電の発生/復旧状況 
 本震発生後、ＮＴＴ西日本の通信用ビルにて45ビルの停電が発生 

⇒東日本大震災での経験を踏まえ、バッテリー等が枯渇する恐れのある11ビルについて、西日本管内 
  各地から迅速に移動電源車を集結させ、緊急電源バックアップを実施することで電源枯渇を回避 

26 

（その時点で商用電源による 
電源供給が停止していたビル数） 



２．震災を踏まえた更なる信頼性向上への取り組み 

     （１）東日本大震災／熊本地震における通信設備への影響 

     （２）災害に強い設備作り（防災） 
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６０～７０年代 ８０年代 ９０年代 

１９６８年 

十勝沖地震 

１９７５年 

旭川東光局火災 

１９７８年 

宮城沖地震 

１９８２年 

長崎豪雨 

１９８３年 

島根豪雨 

１９８４年 

世田谷ケーブル 

火災 

市外伝送路２ルート化 

非常用交換機の開発 

橋梁添架管路の強化 

非常用発電装置の 
増配備 

通信衛星利用の 
災害対策機器開発 

難燃ケーブル採用 

１９９０年 

九州北部豪雨 

ディジタル式の 
災害対策 機器開発 

１９９３年 

北海道南西沖地震 

可搬型衛星局の開発 

１９９５年 

阪神淡路大震災 

災害用伝言ダイヤル 
（171）※固定の開発 

２０００年代 

２００３年 

宮城県沖地震 

ｉモード 災害用 

伝言板※携帯の開発 

ソフト（情報）を中心とした対策 ハードを中心とした対策 

２０１０年代 

２０１１年 

東日本大震災 

ハード、ソフト両面 
の新たな対策 

２００７年 

更なる災害対策 

ｗｅｂ１７１の運用開始 

緊急地震速報配信 
サービスの提供開始 
緊急速報エリアメール 

を提供開始 

２００６年 

２００７年 

２０１６年 

熊本地震 

過去の災害経験を踏まえた取り組み メタル・光共通 
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 ＮＴＴグループは過去の災害経験から、様々な災害対策の取り組みを実施 

 東日本大震災の経験を踏まえ、新たな災害対策を実施 



早急な通信 

サービスの復旧 

【減災 

早期復旧】 

災害に強い 

設備作り 

【防災】 

大規模地震等への備え 

○通信ビルの更なる水防対策 

○通信ビルの電力設備強化 

○中継ネットワークの耐力向上 

○災害対策機器の充実 

○事業継続（ＢＣＰ）への取り組み 

○音声１７１、ｗｅｂ１７１の高機能化 

○情報ステーション化の促進 

大規模地震等を想定した取り組み メタル・光共通 
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通信ビルの水防対策 メタル・光共通 

30 

 従来からの水防対策に加え、大規模地震等に伴う津波等の影響のある通信ビルに対し
水防対策工事を実施 

開口部の閉塞 

想定浸水ライン▼ 

従来浸水ライン▲ 

入館用 
階段・エレベータ 

新設 

ドライエリアの水防壁
増打ち 

（例）霞ヶ関ビル 



燃料タンク  

燃料タンク増設 燃料タンク 

非常用発電装置設置 

移動電源車常駐 

非常用発電装置新設 

移動電源車常駐 

通信重要ビルにおける電力設備強化 メタル・光共通 
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 非常用発電装置設置・運転時間の長時間化を実施 

 非常用発電装置が設置困難なビルは移動電源車を常駐し、通信の維持を確保 



燃料備蓄概要 

用途 
非常用発電装置（エンジン） 

業務用車両 

備蓄燃料種類 軽油及びガソリン 

燃料備蓄量 
最大 約９００キロリットル（※大型タンクローリー（２０キロリットル）４５台分） 

⇒特に重要なビルで最大３日間程度サービス提供を継続できる量 

燃料タンク 給油設備 

非常用燃料備蓄基地の構築 メタル・光共通 

 大規模災害及び大規模停電による非常用発電装置（エンジン）、業務用車両の安定した
燃料の確保に向けて、非常用燃料備蓄設備を建設 
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信頼性向上の取り組み：中継伝送路 メタル・光共通 

異ルートへの収容替え復旧 
2016年8月 台風10号での対応事例（北海道） 

迅速なルート設計 
現地光ケーブル切替により 

サービス復旧を実現 

中継伝送路の冗長化 

中継伝送路のリング構成 

【中継伝送路の構成例】 

33 

 中継伝送路のリング化や冗長化により、ネットワークの信頼性を向上 
 

委員限り 



２．震災を踏まえた更なる信頼性向上への取り組み 

     （１）東日本大震災／熊本地震における通信設備への影響 

     （２）災害に強い設備作り（防災） 

   （３）早急な通信サービスの復旧（減災） 
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ビル罹災の救済 

災害対策機器の高度化／拡充～無線技術の適用～ 

WiFi機器によるインターネット環境の構築 

衛星を利用した災害時用公衆電話の迅速な設置 

避難所など WiFiエリア 

移動無線車 

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ 

PC 

自治体、避難所など 

WiFi機器を搭載した 
移動無線車で迅速に 
WiFiエリアを構築し、 
インターネットアクセス 
環境を提供 

衛星の自動捕捉 

衛星の自動捕捉により、スキルの有無に 
関わらず、より素早く設置が可能 

WiFi 
機器 

災害時用公衆電話 

加入アクセス 

ポータブル衛星 

中継伝送路 

非常用可搬型収容装置 

通信ビルが被災した
場合でも、音声通話、
NGN、イーササービス
等が提供可能 

災害対策機器の充実① メタル・光共通 

災害時用公衆電話 
（事前配備） 

災害時用公衆電話の事前設置 

災害時の避難施設等での
早期通信手段確保等のた
め、無料でご利用いただ
ける災害時用公衆電話の
事前配備を実施済 
（約５万台（２．４万箇所）設置） 

中継伝送路が被災した場合、マイクロ
無線によりビル間通信を確保 

移動無線車 

中継伝送路の救済 

 災害対策機器等の高度化・拡充を図り、無線技術、ポータブル衛星、WiFiを利用したインターネット
アクセス提供等の新たな技術を積極的に活用するとともに、可搬型収容装置の配備や災害時用公
衆電話の事前設置等を実施 
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 ランチャーの導入 

   － 発砲した弾に通線紐をつなげて河川越しの通線が
可能（飛距離：約１５０ｍ） 

≪被災したアクセスケーブルの復旧≫ 

 マルチヘリコプターの導入 

   － 通線紐をつなげたマルチヘリコプターで河川越しの
通線が可能（飛距離：約１ｋｍ） 

通線紐 

→ 

マルチ 
ヘリコプター 

ランチャー 

通線紐 

マルチヘリコプター 

ランチャー 

河 

川 

災害対策機器の充実② メタル・光共通 
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事業継続（ＢＣＰ）への取り組み：代替拠点 

バックアップセンタ（センタ代替） バックアップセンタ（本社代替） 

ネットワークオペレーションセンタ 本社ビル 

37 

 大型地震が発生し、災害対策機能が停止した場合においても事業を継続するため、代替
拠点を配置 

委員限り 



Ⅱ-2. 巨大地震への備え 

ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ衛星設営 

可搬型ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ無線方式 

ケーブルドラムの吊り下げ運搬 

ポータブル衛星の搬送 

航空自衛隊 
（現地調査・指揮車搬送） 

海上自衛隊 
（応急復旧資機材搬送） 

陸上自衛隊 
（災害対策機器搬送） 

38 

自衛隊との共同実動訓練模様  
 陸路遮断等により被災地への立入り困難な状況想定のもと、迅速な被災地通信確保を目的に毎

年自衛隊と共同訓練を実施 

 国や自治体等を含め、有事の際には連携しながら通信手段の早期確保を図る 
 



３．安心・安全なネットワークサービス 

     （１）ＮＧＮサービス概要 

   （２）メタルＩＰ電話 

   （３）加入電話、メタルＩＰ電話、ひかり電話の違い 
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基盤設備 

（電柱・ケーブル・管路・ビル・電力等） 

伝送設備（ビル間伝送路） 

ＰＳＴＮ 
（固定電話） 

サービス提供設備 

ＮＧＮ 
 
 

メタル 
ＩＰ電話 

ひかり 
電話 

設
備
構
成
の
レ
イ
ヤ 

携
帯
電
話 

等 

インターネット、ＳＮＳ 等 



３．安心・安全なネットワークサービス 

     （１）ＮＧＮサービス概要 
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ブロードバンド時代の通信ネットワーク（1/2） 

41 

メタル回線 光回線（NGN） 

電話 

データ通信 

映像配信 

高品質データ通信 

優
先 

ベ
ス
ト
エ
フ
ォ
ー
ト 

電話 

固定電話 

電話 

ISDN 

ADSL＋固定電話 

データ通信（64ｋ） 

電話 

データ通信（47M※フレッツ・ADSLの場合） 

音声 

音声 ＋ ＦＡＸ 

音声＋インターネット 

進 
 

化 

進化 

 これまでは、音声を中心とした専用回線（メタル） 

 光回線の導入により、同一回線でインターネットをはじめ、音声、映像サービスなどをまとめ
て提供することが可能 

 ベストエフォート通信と優先通信を分ける事で、優先される通信（電話等）をこれまでの専
用回線と同等に伝送することが可能 

（1G※フレッツ光ネクストの場合） 

音声＋インターネット＋映像＋ ・・・ 

固定電話の 
約1.5万倍

（64kbps→1Gbps） 
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ブロードバンド時代の通信ネットワーク（2/2） 

・・・・・・・ 

優
先 

ベ
ス
ト
エ
フ
ォ
ー
ト 

回線交換（ＰＳＴＮ）の伝送イメージ ＩＰネットワークの伝送イメージ 

Ａユーザ 

Ｂユーザ 

Ｘユーザ 

ユーザ毎に通話路（固定帯域）を専有 音声、映像、データ等をパケット化して
ネットワークを共用 

 ＰＳＴＮは、電話サービスに特化した、交換機（回線交換）によるネットワーク 

 通話の都度、発信回線と着信回線との間の通話路を設定し、通話している間、その通話
路を占有して保持 

 ＩＰネットワークは、パケットによる通信のため、「通話路を占有する」という概念がなく、効率
良く伝送することが可能 
 



中継面 

加入者収容面 

中継ルータ 

加入者ルータ（ｴｯｼﾞﾉｰﾄﾞ） 

制御サーバ 
（ＳＩＰサーバ） 

③特定のエリアに通信
が集中した際のトラ
ヒックコントロール 

④災害時等における
重要通信の確保 一般ﾕｰｻﾞ 重要ﾕｰｻﾞ 

（輻輳時でも 
 通信を確保） 

（輻輳時には 
 発信規制） 

①キャリアグレードの大
容量・高信頼の装置 

ﾄﾗﾋｯｸ制御ｼｽﾃﾑ 

・・・ 

ＮＧＮの特徴 ～信頼性～ 

・・・ 

②通信装置や通信
回線の冗長化 

⑤制御系装置を複数地域
へ分散設置 

制御サーバ 
（ＳＩＰサーバ） 

加入電話と同等の機能
をＮＧＮでも実現 
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 ＮＧＮは、ＰＳＴＮの信頼性設計に基づき、大規模ネットワークを想定したネットワークアー
キテクチャを採用 

① キャリアグレードの大容量・高信頼の装置を使用 
② 通信回線や通信装置の冗長化 
③ 特定のエリアに通信が集中した際のトラヒックコントロール 
④ 重要通信の確保 
⑤ 制御系装置を複数地域へ分散設置 など、 

  により、ユーザにとって信頼性の高いネットワークを提供 



全国からの電話トラヒック  （ 宮城県の例 ） 

12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 00:00 

平常時の約９倍※1 
加
わ
っ
た
呼
数 

平常時最繁トラヒック 

トラヒックイメージ （宮城県の例） 

宮城県 

① 

② 

※１：岩手県、福島県ともに約８倍 

・緊急通報 
・災害時優先電話 
・公衆電話 

一般電話 

交換機 交換機 交換機 

重要通信 
被災地 

一般電話 

被災地外 被災地外 

規制 規制 

一般電話の通信量を適切に規制する 
ことで、交換機のパンクを回避し輻輳
状態を軽減するとともに、重要通信の
疎通を確保 

ＰＳＴＮのトラヒック規制実施（例） 

一般電話のトラヒック 

重要通信のトラヒック 

加入電話と同等の機能
をＮＧＮでも実現 
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輻輳制御と重要通信の確保 
 東日本大震災では、全国から被災地への通話は平常時の約９倍に増加。トラヒック分散

等、重要通信を確保 

 ＮＧＮにおいても輻輳制御機能等を活用し、同等の機能を実現 



３．安心・安全なネットワークサービス 

     （１）ＮＧＮサービス概要 

   （２）メタルＩＰ電話 
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光 メタル メタル 

PSTN接続 

ひかり電話 

光 

「固定電話」 
（加入電話、INSネット） 

ひかり電話 メタルＩＰ電話 
（基本的な音声サービス） 

IP網 PSTN 

SIP 
サーバ* 

現状 IP網への移行後 

IP接続 

* IP網における電話サービスの管理・制御を行なうサーバ（SIP: Session Initiation Protocol)          

中継/信号交換機をIP化 

メタルケーブルを継続利用 
 加入者交換機をメタル収容装置 
 として活用 

他事業者とはIPで接続 

IP網 

収容ルータ 収容ルータ 
加入者 
交換機 

変換 
装置 

相互接続 
交換機 

相互接続 
ルータ 

メタル 
収容装置 

変換 
装置 

◎ ◎ 

信号 
交換機 

SIP 
サーバ* 

中継 
交換機 

中継ルータ 中継ルータ 

他事業者 他事業者 

ＰＳＴＮからＩＰ網への移行 
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加入電話と同等の機能
をＮＧＮでも実現 

 加入交換機をメタル収容装置として活用することにより、加入電話で提供していたユーザ
宅内の環境を最大限維持 
 



とう道 
マンホール 

電柱 

架空ケーブル 

地下ケーブル 

ＮＴＴビル 

ＳＩＰ 
サーバ 

ONU 

給電装置 

局外ｽﾌﾟﾘｯﾀ 
（８分岐） 

光サービス 

メタル 
サービス 

各装置へ 

収容 
ルータ 

ＯＬＴ 
 
 

中継 
ルータ 

FTM ：Fiber Termination Module 
MDF ：Main Distributing Frame 
OLT ：Optical Line Terminal 
OSU ：Optical Subscriber Unit 
ONU ：Optical Network Unit 
SIP ：Session Initiation Protocol 非常用バッテリー 非常用発電装置 移動電源車 

凡例 

光ケーブル 

メタルケーブル 

ＯＳＵ 
網終端 
装置 

ＮＧＮ設備 
局内 
ｽﾌﾟﾘｯﾀ 

（４分岐） 

光ｹｰﾌﾞﾙ 
配線盤 

（FTM） 

ﾒﾀﾙｹｰﾌﾞﾙ 
配線盤 

（MDF） 

メタルＩＰ電話設備詳細構成（案） 

給電装置 

各装置へ 

ＮＴＴビル 

中継 
交換機 

関門 
交換機 

変換 
装置 

伝送 
装置 

伝送 
装置 
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加入電話と同等の機能
をＮＧＮでも実現 

インター 
ネット 

電話 

加入者 
交換機 



３．安心・安全なネットワークサービス 

     （１）ＮＧＮサービス概要 

   （２）メタルＩＰ電話 

   （３）加入電話、メタルＩＰ電話、ひかり電話の違い 
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加入電話 
ＮＧＮ 

メタルＩＰ電話 ひかり電話 

基盤設備（ビル・電柱・マンホール等） 共通 

ＮＴＴビル間の伝送設備 共通 

加入者収容装置 加入者交換機 メタル収容装置 ＯＬＴ 

アクセス回線（お客様宅までの設備） メタル線 メタル線 光ファイバ 

通信品質の確保 回線交換による帯域確保 優先転送 
（加入電話と同等の品質） 

優先転送 
（加入電話と同等の品質） 

災
害
対
策 

輻輳制御機能 有り 有り 有り 

災害時優先電話 有り 有り 有り 

局給電※ 有り 有り 無し 
（バッテリー等で給電） 

加入電話・メタルＩＰ電話・ひかり電話の違い 

※接続する電話機が商用電源を必要とする場合、停電時には利用不可。 49 

 ＮＧＮネットワークは固定電話と共通の基盤/伝送設備の上で提供 

 メタルＩＰ電話は、固定電話と同等の機能を提供予定 
 



音声を伝える仕組み 
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「電気」で端末からの発呼を 
「交換機」が監視 

交換機 

「端末」と「交換機」の通信（連動） 
により発呼を監視 

交換機 

音声 

データ 

メタル 

メタル 

「端末」と「NW」の通信（連動） 
により発呼を監視 

光 
収容ルータ 

加入電話 

映像 

音声 

光サービス 

局給電で 
通話可能 

TAへの電源供給
が必要 

（一般の電話機の場合） 
（乾電池搭載のTAもあり） 

宅内停電時 
の対応 

HGWへの電源供
給が必要 

高
度
化 

ISDN 

局内装置 ユーザ宅内 アクセス回線 

電話機 

ターミナルアダプタ（ＴＡ） 

ホームゲートウェイ（HGW） 

 加入電話は、電話機の受話器を持ち上げることにより、電話機と交換機の間に直流回路
ができ、その電話線上を流れる直流電流の強弱で「音」を伝達 

 インターネット等の登場により、音声から、データ通信中心の利用用途に移行。回線を終
端するホームゲートウェイなどの宅内端末と局内装置とが通信（連動）することにより、高
速通信を実現 
 

音声 

データ 
電
電 

１ 



【参考】停電時におけるバッテリーによる給電 

※約2時間程度の給電が可能 51 

 「光モバイルバッテリー」を利用することで、停電時でもひかり電話やインターネットが利用
可能 

  「重要事項説明」として販売時にご説明するとともに、「ひかり電話のご案内」への掲載や、
当社ホームページ等で紹介 
 

光モバイルバッテリー※ 

電話機 

ひかり電話ルータ 
接続用コード 

ひかり電話ルータ 
（ONU一体型） 

光回線 

パソコン 給電 

ホームページ掲載例（ＮＴＴ東日本） 


